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回数 講義内容 学習方法と内容 回数 講義内容 学習方法と内容
1 概説と心不全治療薬 資料配布・オリエンテーション・心不全治療薬-1 1 循環器系に作用する薬1 心不全治療薬
2 心不全治療薬と抗不整脈薬 心不全治療薬-2、抗不整脈薬 2 循環器系に作用する薬2 不整脈治療薬
3 狭心症治療薬と抗高血圧薬 狭心症治療薬、抗高血圧薬1 3 循環器系に作用する薬3 狭心症治療薬
4 抗高血圧薬と血液に作用する薬 抗高血圧薬-2、血液に作用する薬 4 循環器系に作用する薬4 高血圧治療薬
5 血液に作用する薬 血液に作用する薬 5 泌尿器作用薬 利尿薬、過活動膀胱治療薬
6 脂質異常症治療薬 脂質異常症治療薬 6 代謝作用薬1 脂質異常症治療薬、高尿酸・痛風治療薬
7 利尿薬 利尿薬 7 代謝作用薬2 糖尿病治療薬
8 下垂体ホルモンと甲状腺ホルモン 下垂体ホルモン、甲状腺ホルモン 8 血液作用薬1 抗血栓薬、抗凝固薬
9 インスリンと経口血糖降下薬 インスリン、経口血糖降下薬 中間試験 1-7の講義分
10 エストロゲン・アンドロゲンと副腎皮質ステロイド
エストロゲン、アンドロゲン、副
腎皮質ステロイド-1 9 血液作用薬2 血栓溶解薬、止血薬、貧血治療薬
11 副腎皮質ステロイドと呼吸器疾患治療薬 副腎皮質ステロイド-2 10 内分泌作用薬1
バセドウ病治療薬、甲状腺炎治療
薬、尿崩症治療薬








14 抗炎症薬 抗炎症薬-2 13 消化器作用薬1 胃食道逆流賞治療薬、消化性潰瘍治療薬、機能性消化管障害治療薬
15 オータコイドとオータコイド拮抗薬 オータコイド、オータコイド拮抗薬 14 消化器作用薬2 催吐薬、制吐薬、止痢薬、瀉下薬
15 骨・カルシウム代謝疾患関連薬 骨粗鬆症治療薬
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由記載は記名式に設定したにも関わらず多くの学生が
自由記載の項目まで自身の意見を書いていた。このこ
とからスグキク利用の方が学生の意見を聴取しやすい
ということが分かった。アンケート内容をまとめると
良かった点として、
・講義資料が分かりやすかった
・小テスト（加点システムや単語帳が使いやすい）
・下年次科目の復習
悪かった点として
・講義の遅れ
・小テストが途中から予習テストになった
・課題の解説前に返却してほしい
・課題の模範解答が欲しい
といったものであった。
　筆者自身も感じていたが悪かった点として一番多
かったのが講義の遅延であった。次年度以降、講義資
料のブラッシュアップを行い、適切に講義を運営する
必要があると思う。講義の遅延以外は、現状の講義形
式に多数の学生は肯定的であり、成績評価も大きな問
題はみられないようなので次年度以降も継続してこの
形式で運営していこうと思う。
Ⅳ　おわりに
　2019年度前期の薬理学Ⅱの必須科目において、ス
グキクを用いて授業を行った。スグキクを利用した感
想としては、1）非常に使いやすい、2）学生の受けは
良い、3）導入の手間もほとんどないまま講義の雰囲
気を変えられる、4）理解度や意見をリアルタイムで
チェックできるといった様々なメリットがあった。た
だし授業初年度ということもあり、授業の進捗が遅く
なり、受講者からも指摘されることになった。次年度
以降は今後、授業資料や内容の見直しを行うことによ
り適切に授業を運営し、より良い双方向型授業の構築
を目指したいと思う。最後に、薬学教育において講義
をより良いものにするのは教員側の義務であるが、そ
の一方で学生自身の日々の勉強や試験対策を促進させ
るといういわゆる学生のモチベーションを高めること
が重要であると思う。スグキクや形成的評価で少しで
も学生自身のモチベーションを高める一助になればと
願っている。
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